
本蓮寺祖師堂 

 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた ほんれんじそしどう

所在地 瀬戸内市牛窓町牛窓

指定年月日 昭和57年4月9日

解説

元禄4年(1691)の建立。桁行三間、梁間四
間、入母屋造、本瓦葺。開祖を祀る堂。
柱、梁、建具の簡素な美しさは建物を洗練
されたものにし、江戸初期の落ち着きと厳
しさを感じさせる。屋根の壮大さ各部に見
せる優雅な曲線などに優れた和様の造形
技術が残されていて、県下の祖師堂の中
で洗練された造形美を見せている。本蓮
寺は日蓮宗の寺院であり、室町時代に建
立された本堂・番神堂・中門は国の重要文
化財に指定されている。

アクセス方法
JR邑久駅から車で約15分，東備バス「本
蓮寺下」バス停から徒歩1分

公開状況 外観のみ

設備

備考


